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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 7,959 △6.8 1,309 △11.9 1,879 82.7
21年3月期第1四半期 8,541 ― 1,487 ― 1,028 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 196.88 175.13
21年3月期第1四半期 107.71 95.88

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 1,340,182 64,457 4.6 6,487.57
21年3月期 1,334,308 61,461 4.4 6,173.01

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  61,923百万円 21年3月期  58,923百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 35.00 ― 25.00 60.00
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

30.00 ― 30.00 60.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

14,800 △10.7 1,400 92.9 1,200 △11.8 125.72

通期 29,700 △8.1 3,000 ― 2,500 ― 261.91
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 業績の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる
可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 9,600,218株 21年3月期  9,600,218株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  55,348株 21年3月期  54,946株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 9,545,030株 21年3月期第1四半期 9,548,203株
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【定性的情報・財務諸表等】 

1．連結経営成績に関する定性的情報 

当第 1 四半期におけるわが国経済は、昨年度から続く世界的な金融危機による景気の悪化から、企業収益は大

幅に減少しているものの、輸出や生産が持ち直しに転じるなど、景気は下げ止まりの動きを見せております。 

当行の主要基盤である静岡県経済についても、雇用・所得環境や個人消費が悪化しているものの、輸出関連企

業の減産緩和の動きから景気は下げ止まりつつあります。 

このような状況のもと、当第 1 四半期における当行グループの経常収益は、金利低下により資金運用収益が減

少したことから、前年同期比 5億 82 百万円減少の 79 億 59 百万円となりました。経常費用は、資金調達費用の減

少により、前年同期比 4億 4百万円減少の 66 億 49 百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前年同期比 1億 77 百万円減少の 13 億 9 百万円となりました。四半期純利益は、貸倒

引当金戻入益を特別利益として計上したことから、前年同期比8億50百万円増加の18億79百万円となりました。 

 

2．連結財政状態に関する定性的情報 

  預金は、個人預金の増加等により前期末比293億円増加し、1兆2,477億円となりました。 

  貸出金は、前期末比ほぼ横這いの9,414億円となりました 

  有価証券は、流動性に配慮し市場動向を見極めながら効率的な運用に努めた結果、前期末比97億円増加の2,498

億円となりました。 

 

3．連結業績予想に関する定性的情報 

  当第 1 四半期までの業績は、順調に推移しております。信用コストが減少し貸倒引当金戻入益を計上しました

が、今後の動向も見極めたく、平成 21 年 5 月 15 日に公表した業績予想に変更はありません。 

 

4．その他 

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定

しております。 

②貸倒引当金の計上方法 

   「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てている債権等以

外の債権に対する貸倒引当金につきましては、平成21年3月期の予想損失率を適用して計上しております。 

③繰延税金資産の回収可能性の判断 

   繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について前連結会計年度末から大幅

な変動がないと認められるため、同年度末の検討において使用した将来の業績予測及びタックス・プランニン

グの結果を適用しております。 

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 21,266 48,532

コールローン 86,038 50,000

商品有価証券 115 321

金銭の信託 2,505 2,501

有価証券 249,892 240,097

貸出金 941,468 949,492

外国為替 422 496

リース債権及びリース投資資産 9,991 10,238

その他資産 8,253 11,580

有形固定資産 22,649 22,934

無形固定資産 995 985

繰延税金資産 6,655 7,511

支払承諾見返 4,440 5,504

貸倒引当金 △14,512 △15,888

資産の部合計 1,340,182 1,334,308

負債の部   

預金 1,247,791 1,218,436

譲渡性預金 － 24,800

借用金 6,319 6,728

外国為替 17 3

新株予約権付社債 5,999 5,999

その他負債 8,100 7,817

賞与引当金 3 552

退職給付引当金 2,945 2,884

役員退職慰労引当金 80 83

睡眠預金払戻損失引当金 26 38

支払承諾 4,440 5,504

負債の部合計 1,275,724 1,272,846

純資産の部   

資本金 8,670 8,670

資本剰余金 5,272 5,272

利益剰余金 46,952 45,312

自己株式 △272 △271

株主資本合計 60,623 58,984

その他有価証券評価差額金 1,314 △48

繰延ヘッジ損益 △14 △12

評価・換算差額等合計 1,299 △61

少数株主持分 2,534 2,538

純資産の部合計 64,457 61,461

負債及び純資産の部合計 1,340,182 1,334,308
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

経常収益 8,541 7,959

資金運用収益 5,790 5,172

（うち貸出金利息） 4,958 4,557

（うち有価証券利息配当金） 738 592

役務取引等収益 2,247 2,150

その他業務収益 9 226

その他経常収益 494 409

経常費用 7,053 6,649

資金調達費用 1,122 771

（うち預金利息） 1,046 738

役務取引等費用 1,553 1,416

その他業務費用 1 0

営業経費 4,305 4,326

その他経常費用 71 134

経常利益 1,487 1,309

特別利益 125 548

償却債権取立益 2 0

貸倒引当金戻入益 123 548

特別損失 37 0

固定資産処分損 37 0

税金等調整前四半期純利益 1,575 1,857

法人税、住民税及び事業税 13 15

法人税等調整額 523 △16

法人税等合計  △1

少数株主利益又は少数株主損失（△） 9 △19

四半期純利益 1,028 1,879
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(3)継続企業の前提に関する注記 

当第 1四半期連結会計期間（自 平成 21 年 4 月 1日 至 平成 21 年 6 月 30 日） 

該当事項はありません。 
 

 

(4)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第 1四半期連結会計期間（自 平成 21 年 4 月 1日 至 平成 21 年 6 月 30 日） 

該当事項はありません。 
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平成 22 年 3 月期 第 1 四半期決算の状況 
 
 

1.平成 22 年 3 月期 第 1四半期損益の状況(単体) 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（単位：百万円） 

（注）1.記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

   2.平成 22 年 3月期第 1 四半期及び平成 21 年 3月期第 1四半期は、貸倒引当金が取崩しとなったため、貸倒引当金戻入益

を特別利益に計上しております。 

  
平成 22 年 3月期 

第 1四半期 
（A） 前年同期比 

（A）－（B）

平成 21 年 3月期 
第 1四半期 

（B） 
 

平成 22 年 3月期 
第 2四半期累計期間

業績予想 

経常収益 6,603 △471 7,075  12,000

業務粗利益 5,240 △24 5,265 

 資金利益 4,419 △258 4,678 

 役務取引等利益 594 16 578 

 その他業務利益 226 217 8 

 (うち国債等債券損益) 206 206 ― 

経費（除く臨時処理分） 4,157 △22 4,179 

 人件費 1,926 △43 1,969 

 物件費 2,044 24 2,019 

 税金 186 △2 189 

一般貸倒引当金繰入額① ― ― ― 

業務純益 1,083 △2 1,086 

コア業務純益 877 △209 1,086 

臨時損益 213 △162 375 

 うち不良債権処理額② 23 23 ― 

 うち株式等関係損益 201 △195 397 

経常利益 1,296 △165 1,462  1,400

特別損益 597 488 109 

 うち貸倒引当金戻入益③（注 2） 598 451 147 

税引前四半期純利益 1,894 322 1,571 

四半期純利益 1,888 864 1,023  1,200

   

与信関係費用（①＋②－③） △574 △427 △147  

第 1四半期の経常収益は、66 億 3百万円と計画通りとなりました。前年同期比では、金利低下により資金

運用収益が減少したことから、4 億 71 百万円の減収となりました。 

経常利益は 12 億 96 百万円、四半期純利益は 18 億 88 百万円となり、第 2 四半期累計期間業績予想に対し

順調に推移しております。四半期純利益につきましては、信用コストが減少し貸倒引当金戻入益を計上した

ことから、前年同期比 8億 64 百万円増加しました。 

㈱清水銀行（8364）平成22年3月期　第1四半期決算短信

7



 

2.金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体） 

 

 

 

 

（単位：百万円、％）  （参考）（単位：百万円、％） 

 平成 21 年 6月末 平成 20 年 6月末  平成 21 年 3月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 9,368 7,264  10,799 

危険債権 19,318 22,311  20,016 

要管理債権 3,533 3,356  3,853 

合 計 32,220 32,932  34,669 

総与信に占める割合 3.36 3.50  3.58 

 （注）上記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第 4 条に規定する各債権のカテゴリーによ

り分類しております。 

各四半期の計数については、当行の定める自己査定基準に基づく各四半期末時点での資産査定結果による債務者 

区分（※）残高を前提としております。 

※債務者区分との関係 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

危険債権（破綻懸念先の債権） 

要管理債権（要注意先のうち、３カ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和している債権） 

 
 
3.預金・貸出金の状況(単体) 
 

 

 

(単位：百万円)     (参考)   (単位：百万円) 

 平成 21 年 6月末 平成 20 年 6月末  平成 21 年 3月末 

預金 1,251,199 1,245,439  1,222,050 

譲渡性預金 ― 17,450  24,800 

 

 

 

 

 

(単位：百万円)     (参考)   (単位：百万円) 

 平成 21 年 6月末 平成 20 年 6月末  平成 21 年 3月末 

個人預かり資産合計 970,404 965,814 954,369 

 円貨預金 873,645 860,022 863,646 

 外貨預金 937 804 935 

 公共債保護預り 23,075 24,295 23,403 

 投資信託 65,079 75,685 59,922 

 個人年金保険 7,666 5,006 6,461 

 

 

 

 

 

 

 
預金残高は、前年同期比 57 億円増加（0.5%増加）し、1兆 2,511 億円となりました。 

個人預かり資産は、前年同期比 45 億円増加（0.5％増加）し、9,704 億円となりました。 

金融再生法ベースの開示債権額は、前年同期比 7億円減少（2.2％減少）し、322 億円となりました。総与

信に占める割合も、3.36％と前年同期比 0.14 ポイントの低下となりました。 
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(単位：百万円)     (参考)   (単位：百万円) 

 平成 21 年 6月末 平成 20 年 6月末  平成 21 年 3月末 

貸出金 947,531 928,853  955,885 

 うち 消費者ローン 286,423 283,167  286,723 

 

 
4.自己資本比率（国内基準） 
  
 

 

(参考) 

 平成 21 年 9月末(予想値)  平成 21 年 3月末(実績)

連結自己資本比率(国内基準) 9.7％程度  9.48％

 連結 TierⅠ比率 8.5％程度  8.23％

単体自己資本比率(国内基準) 9.5％程度  9.13％

 単体 TierⅠ比率 8.3％程度  7.92％

(注)上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

 

 

5.時価のある有価証券の評価差額（単体） 

○評価差額 
                           （単位：百万円）  （参考）   （単位：百万円）  

平成 21 年 6月末 平成 20 年 6月末 平成 21 年 3月末 

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額 

 

  うち益 うち損   うち益 うち損   うち益 うち損

その他有価証券 228,937 2,175 2,637 461 253,473 △4,898 1,334 6,232 219,109 △49 801 851

 株式 9,965 683 1,118 434 15,699 △82 1,237 1,319 8,707 △280 349 629

 債券 218,017 1,437 1,462 25 234,050 △4,248 96 4,345 208,128 234 452 218

 その他 953 54 55 1 3,722 △567 0 567 2,273 △2 ― 2

(注)変動利付国債の時価については、市場価格を時価とみなせない状態にあると判断し、「金融資産の時価の算定に関する

実務上の取扱い」（企業会計基準委員会実務対応報告第 25 号平成 20 年 10 月 28 日）を踏まえ、平成 21 年 6 月末及び平

成 21 年 3 月末においては、合理的に算定された価額をもって貸借対照表計上額としております。 

 

 

 

貸出金残高は、前年同期比 186 億円増加（2.0％増加）し、9,475 億円となりました。 

 
平成 21 年 9 月末の連結自己資本比率は 9.7％程度と予想しております。 
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